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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

連結経営指標等

　

回次
第112期
第２四半期
連結累計期間

第112期
第２四半期
連結会計期間

第111期

会計期間
自 平成20年４月１日
至 平成20年９月30日

自 平成20年７月１日
至 平成20年９月30日

自 平成19年４月１日
至 平成20年３月31日

売上高 (百万円) 53,496 28,438 104,798

経常利益 (百万円) 4,251 2,304 7,442

四半期(当期)純利益 (百万円) 2,870 1,372 5,117

純資産額 (百万円) ― 43,490 41,105

総資産額 (百万円) ― 103,848 98,550

１株当たり純資産額 (円) ― 597.61 564.08

１株当たり四半期(当期)純利益 (円) 41.72 19.94 74.35

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益

(円)
―

(注)２
―

(注)２
―

(注)２

自己資本比率 (％) ― 39.6 39.4

営業活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) 1,102 ― 4,846

投資活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) △1,582 ― △2,621

財務活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) △920 ― △1,419

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(百万円) ― 6,510 7,858

従業員数 (名) ― 2,330 2,241

(注) １　売上高には、消費税等は含まれておりません。

２　潜在株式が存在しないため記載しておりません。
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２ 【事業の内容】

当第２四半期連結会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）において営まれている

事業の内容に変更はありません。

また、主要な関係会社における異動は、３ 関係会社の状況に記載のとおりであります。

　

　

３ 【関係会社の状況】

当社グループの製品を製造販売しておりますCHUGOKU PAINTS B.V.は、欧州地域におけるグループ会社の

管理統括業務を行なっておりましたFIJNAART HOLDINGS B.V.（特定子会社）及び休止会社であった

CHUGOKU COATINGS B.V.（連結子会社）を平成20年８月18日付で吸収合併いたしました。これに伴い同社が

当社の特定子会社となりました。

　

　

４ 【従業員の状況】

(1) 連結会社の状況

平成20年９月30日現在

従業員数(名)
2,330
( 209)

(注)　従業員数は就業人員（当社グループからグループ外への出向者を除き、グループ外から当社グループへの出向者

を含む。）であり、臨時雇用者数（パートタイマー、人材会社からの派遣社員、季節工を含む。）は、（　）外数で記

載しております。

　

　

(2) 提出会社の状況

平成20年９月30日現在

従業員数(名)
385
( 34)

(注)　従業員数は就業人員（当社から社外への出向者を除き、社外から当社への出向者を含む。）であり、臨時雇用者数

（パートタイマー、人材会社からの派遣社員、季節工を含む。）は、（　）外数で記載しております。
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第２ 【事業の状況】

１ 【生産、受注及び販売の状況】

(1) 生産実績

当第２四半期連結会計期間における生産実績を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりで

あります。
　

事業の種類別セグメントの名称 生産高(百万円)

塗料関連事業(船舶用塗料) 13,073

塗料関連事業(工業用塗料) 2,482

塗料関連事業(コンテナ用塗料) 4,766

その他の事業 ―

合計 20,322

(注) 金額は、製造原価で表示しており、消費税等は含まれておりません。

　

(2) 受注状況

一部の特殊品を除いて販売予量に基づく見込み生産を行っております。

　

(3) 販売実績

当第２四半期連結会計期間における販売実績を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりで

あります。
　

事業の種類別セグメントの名称 販売高(百万円)

塗料関連事業(船舶用塗料) 19,068

塗料関連事業(工業用塗料) 3,723

塗料関連事業(コンテナ用塗料) 5,506

その他の事業 140

合計 28,438

(注) 上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

　

　

２ 【経営上の重要な契約等】

　

当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等は行なわれておりません。

　

EDINET提出書類

中国塗料株式会社(E00897)

四半期報告書

 4/29



３ 【財政状態及び経営成績の分析】

　　　文中における将来に関する事項は、当四半期報告書提出日現在において当社グループ（当社及び連結子会

社）が判断したものであります。

　

(1) 業績の状況

当第２四半期連結会計期間における世界経済は、国際的な金融市場の混乱に発展し、原油をはじめと

する素材原料の価格が高止まりしていたこともあり、景気後退の懸念が一段と強まりました。また、日

本経済においても、原油価格等に起因する原材料価格の高騰や為替変動などが企業収益を圧迫し、景気

は不透明感を増してまいりました。

当社グループを取り巻く経営環境としましては、船舶分野においては引き続き新造船の建造は国内、

海外ともに高水準であり、また、修繕船の補修も堅調に推移しました。一方、コンテナ分野においては欧

米の景気減速によるコンテナ物流の減少に伴い生産量の減少がみられました。工業分野においては海

外では新興国を中心としたインフラ整備に伴う需要が堅調ですが、国内は公共投資の抑制など、依然と

して厳しい市場環境にあります。

　このような状況のもと、当第２四半期連結会計期間の当社グループの売上高は28,438百万円となりま

した。営業利益は2,244百万円、経常利益は2,304百万円、四半期純利益は1,372百万円となりました。

　

①　事業の種類別セグメントの業績を示すと、次のとおりであります。

　

Ａ　塗料関連事業

船舶用塗料は、国内では新造船建造量の増加により売上が増加し、また海外においても新造船用塗料や

修繕船用塗料の需要が引続き好調となりました。

　コンテナ用塗料は、欧米向けを主とする貨物量の減少に伴う生産調整の影響により売上が減少しまし

た。

　工業用塗料は、海外ではアジアにおいて堅調に推移し、また国内においても厳しい市場環境のなかで拡

販に努めたことにより売上が増加しました。

その結果、塗料関連事業の売上高は28,298百万円となり、営業利益は2,552百万円となりました。

　

　Ｂ　その他の事業

　　　その他の事業の売上高は140百万円となり、営業利益は74百万円となりました。

　

　②　所在地別セグメントの実績を示すと、次のとおりであります。

　

　Ａ　日本

　　　船舶用塗料は新造船建造量が増加したこと、工業用塗料は公共投資抑制などの影響により市況が低迷する

なかで拡販に努めたことから売上高は11,463百万円となりました。営業利益は、価格改定は進んだものの

原材料価格上昇分を吸収するまでには至らなかったことから725百万円となりました。

　Ｂ　アジア

　　　船舶用塗料は新造船、修繕船共に売上が増加しましたが、コンテナ用塗料は生産調整の影響により売上が

減少したことや為替の影響により売上高は13,771百万円となりました。営業利益は原材料価格の高騰な

どにより1,372百万円となりました。

　Ｃ　その他の地域

　　　船舶用塗料を中心として売上高は3,203百万円となり、原材料価格高騰に対し価格改定に努めたものの営

業損失が55百万円となりました。
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(2) 財政状態の分析

当第２四半期連結会計期間末の総資産は前連結会計年度末に比べ5,297百万円増加の103,848百万円

となりました。１株当たり純資産額は前連結会計年度末に比べ33.53円増加の597.61円となりました。

①　流動資産

流動資産は前連結会計年度末に比べ5,615百万円増加の69,183百万円となりました。主な増減要因

は、受取手形及び売掛金の増加（5,572百万円）や商品及び製品の増加（902百万円）、現金及び預金

の減少（1,180百万円）であります。

②　固定資産

固定資産は前連結会計年度末に比べ318百万円減少の34,665百万円となりました。主な増減要因

は、無形固定資産の増加（329百万円）や投資有価証券の減少（977百万円）であります。

③　流動負債

流動負債は前連結会計年度末に比べ3,346百万円増加の53,069百万円となりました。主な要因は、

支払手形及び買掛金の増加（3,302百万円）であります。

④　固定負債

　　固定負債は前連結会計年度末に比べ434百万円減少の7,288百万円となりました。主な要因は、繰延税

金負債の減少（412百万円）であります。

⑤　純資産

　　　純資産は前連結会計年度末に比べ2,385百万円増加の43,490百万円となりました。主な要因は、当四半

期純利益の計上などによる利益剰余金の増加（2,388百万円）であります。

　

　

(3) キャッシュ・フローの状況

当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物の期末残高は6,510百万円となりました。

　　当第２四半期連結会計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであり

ます。

　（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　　税金等調整前四半期純利益2,138百万円の計上などにより、1,325百万円のプラスとなりました。

　（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　　固定資産の取得などにより、754百万円のマイナスとなりました。

　（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　　短期借入金の減少などにより、2,305百万円のマイナスとなりました。

　

　

(4) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第２四半期連結会計期間において、事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新たに

生じた課題はありません。

　

　

(5) 研究開発活動

当第２四半期連結会計期間の研究開発費の総額は462百万円であります。
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(6) 経営成績に重要な影響を与える要因及び経営戦略の現状と見通し

業績を左右する市場環境としましては、これまでの世界の経済成長に牽引され国際海上物流の増加

に対応して海運各社の船舶建造意欲は強いものがあり、ここ数年は造船各社も手持ち工事量は確保し

ているものの金融危機と世界経済の低迷により今後の新造船建造の動向は不透明です。

また、原材料価格に影響する原油・ナフサや銅・亜鉛を中心とした非鉄金属の価格動向と、原価を反

映した適正な製品価格への改定及び維持の成否、為替の動向が損益に大きな影響を及ぼします。

このような経営環境のなかで、当社グループとしましては、機能性や環境対応など顧客ニーズを汲み

取り市場から求められる製品を投入することにより拡販し、適正な利益の確保に努めてまいります。

　

　

(7) 経営者の問題認識と今後の方針について

当社グループの経営陣は常に現状の事業内容を分析し、経営に影響を及ぼすリスクに対応できる管

理体制を構築し、最新の情報に基づき経営に当たっております。

また、当社グループの経営方針である「遵法精神を主軸に置き常に顧客の立場に立ち革新的な製品

の供給を行うことで利益を確保し、社業の発展を通じて社会に貢献する」に沿って更なる事業拡大を

目指す所存であります。
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第３ 【設備の状況】

(1) 主要な設備の状況

当第２四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

　

(2) 設備の新設、除却等の計画

当第２四半期連結会計期間において、計画中であった重要な設備の新設、除却等について、重要な変更

並びに重要な設備計画の完了はありません。

また、当第２四半期連結会計期間において、新たに確定した重要な設備の新設、除却等はありません。
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第４ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 277,630,000

計 277,630,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
第２四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成20年９月30日)

提出日現在
発行数(株)

(平成20年11月13日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 69,068,82269,068,822
東京証券取引所
（市場第一部）

―

計 69,068,82269,068,822― ―

　

(2) 【新株予約権等の状況】

　　　該当事項はありません。

　

(3) 【ライツプランの内容】

　　　該当事項はありません。

　

(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(千株)

発行済株式
総数残高
(千株)

資本金増減額
(百万円)

資本金残高
(百万円)

資本準備金
増減額
(百万円)

資本準備金
残高
(百万円)

平成20年７月１日～
平成20年９月30日

― 69,068 ― 11,626 ― 5,396
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(5) 【大株主の状況】

平成20年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
(千株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

日本トラスティ・サービス信託
銀行株式会社（信託口）

東京都中央区晴海一丁目８番１１号 　※　5,411 7.83

三菱商事株式会社 東京都千代田区丸の内二丁目３番１号 4,301 6.22

株式会社広島銀行 広島県広島市中区紙屋町一丁目３番８号 3,417 4.94

日本マスタートラスト信託銀行
株式会社（信託口）

東京都港区浜松町二丁目１１番３号 ※　3,158 4.57

日本トラスティ・サービス信託
銀行株式会社（信託口４Ｇ）

東京都中央区晴海一丁目８番１１号 ※　2,415 3.49

明治安田生命保険相互会社 東京都千代田区丸の内二丁目１番１号 2,000 2.89

株式会社みずほコーポレート銀
行

東京都千代田区丸の内一丁目３番３号 1,654 2.39

株式会社三菱東京ＵＦＪ銀行 東京都千代田区丸の内二丁目７番１号 1,553 2.24

日興シティ信託銀行株式会社
（投信口）

東京都品川区東品川二丁目３番１４号 ※　1,434 2.07

資産管理サービス信託銀行株式
会社（年金信託口）

東京都中央区晴海一丁目８番１２号 ※　1,399 2.02

計 ― 26,743 38.66

(注) １　上記所有株式数のうち、※印は全て信託業務に係る株式数であります。

２　株式会社みずほコーポレート銀行から、平成20年６月20日付で関東財務局長に提出された大量保有報告書の写

しの送付があり、株式会社みずほコーポレート銀行ほか２名の共同保有者が以下のとおり当社株式を保有し

ている旨の報告を受けておりますが、このうち、みずほ信託銀行株式会社及びみずほ投信投資顧問株式会社に

つきましては、当第２四半期会計期間末における実質所有株式数の確認ができておりません。

　　なお、大量保有報告書の内容は以下のとおりであります。

氏名又は名称 住　　所
所有株式数
(千株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

株式会社みずほコーポレート銀行 東京都千代田区丸の内一丁目３番３号 1,654 2.39

みずほ信託銀行株式会社 東京都中央区八重洲一丁目２番１号 2,652 3.84

みずほ投信投資顧問株式会社 東京都港区三田三丁目５番２７号 116 0.17

３　株式会社りそな銀行から、平成20年９月４日付で近畿財務局長に提出された大量保有報告書の変更通知書(No.

２)の写しの送付があり、株式会社りそな銀行及び共同保有者であるりそな信託銀行株式会社が以下のとおり

当社株式を保有している旨の報告を受けておりますが、このうち、りそな信託銀行株式会社につきましては、

当第２四半期会計期間末における実質所有株式数の確認ができておりません。

　　なお、大量保有報告書の内容は以下のとおりであります。

氏名又は名称 住　　所
所有株式数
(千株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

株式会社りそな銀行
大阪府大阪市中央区備後町二丁目２番１
号

991 1.43

りそな信託銀行株式会社 東京都千代田区丸の内一丁目１番２号 3,657 5.29
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４　株式会社三菱ＵＦＪフィナンシャル・グループから、平成20年９月30日付で関東財務局長に提出された大量保

有報告書の変更通知書(No.１)の写しの送付があり、株式会社三菱東京ＵＦＪ銀行ほか３名の共同保有者が以

下のとおり当社株式を保有している旨の報告を受けておりますが、このうち、三菱ＵＦＪ信託銀行株式会社の

2,118千株、三菱ＵＦＪ投信株式会社及び国際投信投資顧問株式会社につきましては、当第２四半期会計期間

末における実質所有株式数の確認ができておりません。

　　なお、大量保有報告書の内容は以下のとおりであります。

氏名又は名称 住　　所
所有株式数
(千株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

株式会社三菱東京ＵＦＪ銀行 東京都千代田区丸の内二丁目７番１号 1,553 2.25

三菱ＵＦＪ信託銀行株式会社 東京都千代田区丸の内一丁目４番５号 3,398 4.92

三菱ＵＦＪ投信株式会社 東京都千代田区丸の内一丁目４番５号 72 0.10

国際投信投資顧問株式会社 東京都千代田区丸の内三丁目１番１号 94 0.14

　

(6) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

平成20年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
（自己保有株式）
普通株式 　　264,000

― ―

完全議決権株式(その他) 普通株式　68,346,000 68,346 ―

単元未満株式 普通株式 　　458,822 ― ―

発行済株式総数 69,068,822 ― ―

総株主の議決権 ― 68,346 ―

(注) １　「完全議決権株式(その他)」欄の普通株式には、証券保管振替機構名義の株式が7,000株(議決権７個)含まれ

ております。また、「議決権の数(個)」には、同機構名義の完全議決権株式(その他)に係る議決権が７個含ま

れております。

２　「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式90株が含まれております。

　

　

② 【自己株式等】

平成20年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

（自己保有株式）
中国塗料株式会社

広島県大竹市
明治新開１番７

264,000 ― 264,000 0.38

計 ― 264,000 ― 264,000 0.38

(注)　株主名簿上は、当社名義となっておりますが、実質的に所有していない株式が1,000株(議決権１個)あります。

なお、当該株式は、上記「発行済株式」の「完全議決権株式(その他)」欄に含めております。
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２ 【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

　

月別
平成20年
４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月

最高(円) 802 915 843 750 812 799

最低(円) 667 760 721 633 680 589

(注)　株価は、東京証券取引所市場第一部におけるものであります。

　

３ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期報告書提出日までの役員の異動はありません。なお、執

行役員の異動については次のとおりであります。

(1) 新任執行役員

　

役名及び職名 氏名 就任年月日

執行役員

船舶塗料事業本部　国内営業統括部　東京支店長
吉　野　　 實 平成20年７月１日
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第５ 【経理の状況】

１　四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年

内閣府令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。)に基づいて作成しております。

なお、四半期連結財務諸表は、「財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則等の一部を改正する内

閣府令」（平成20年８月７日内閣府令第50号）附則第７条第１項第５号のただし書きにより、改正後の四

半期連結財務諸表規則を適用しております。

　

２　監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、当第２四半期連結会計期間(平成20年７月１

日から平成20年９月30日まで)及び当第２四半期連結累計期間(平成20年４月１日から平成20年９月30日ま

で)に係る四半期連結財務諸表について、新日本有限責任監査法人により四半期レビューを受けておりま

す。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

（単位：百万円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成20年９月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成20年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 6,795 7,975

受取手形及び売掛金 42,110 36,538

有価証券 2 2

商品及び製品 11,821 10,918

仕掛品 775 632

原材料及び貯蔵品 6,444 6,167

繰延税金資産 808 735

その他 1,201 1,295

貸倒引当金 △777 △700

流動資産合計 69,183 63,567

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） ※１
 6,812

※１
 6,886

機械装置及び運搬具（純額） ※１
 3,103

※１
 3,161

土地 14,445 14,538

その他（純額） ※１
 1,546

※１
 984

有形固定資産合計 25,908 25,571

無形固定資産 779 450

投資その他の資産

投資有価証券 6,313 7,290

繰延税金資産 390 370

その他 1,296 1,342

貸倒引当金 △23 △41

投資その他の資産合計 7,976 8,961

固定資産合計 34,665 34,983

資産合計 103,848 98,550
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（単位：百万円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成20年９月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成20年３月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 19,168 15,866

短期借入金 26,341 25,885

1年内返済予定の長期借入金 630 630

未払金 3,582 3,288

未払法人税等 719 1,479

賞与引当金 84 84

役員賞与引当金 36 －

製品保証引当金 224 239

その他 2,281 2,248

流動負債合計 53,069 49,722

固定負債

長期借入金 2,490 2,555

長期未払金 327 349

繰延税金負債 381 793

再評価に係る繰延税金負債 3,026 3,044

退職給付引当金 752 691

負ののれん － 9

その他 310 279

固定負債合計 7,288 7,723

負債合計 60,357 57,445

純資産の部

株主資本

資本金 11,626 11,626

資本剰余金 7,786 7,785

利益剰余金 20,153 17,764

自己株式 △165 △156

株主資本合計 39,399 37,020

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 917 1,497

土地再評価差額金 2,478 2,526

為替換算調整勘定 △1,677 △2,224

評価・換算差額等合計 1,719 1,798

少数株主持分 2,371 2,286

純資産合計 43,490 41,105

負債純資産合計 103,848 98,550
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(2)【四半期連結損益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

（単位：百万円）

当第２四半期連結累計期間
(自 平成20年４月１日
　至 平成20年９月30日)

売上高 53,496

売上原価 38,849

売上総利益 14,647

販売費及び一般管理費 ※１
 10,411

営業利益 4,235

営業外収益

受取利息 44

受取配当金 123

受取ロイヤリティー 78

技術指導料 69

その他 393

営業外収益合計 709

営業外費用

支払利息 416

為替差損 145

その他 130

営業外費用合計 693

経常利益 4,251

特別利益

製品保証引当金戻入額 3

その他 1

特別利益合計 4

特別損失

固定資産売却損 3

過年度増値税等 154

その他 13

特別損失合計 170

税金等調整前四半期純利益 4,085

法人税、住民税及び事業税 1,002

法人税等調整額 △119

法人税等合計 882

少数株主利益 331

四半期純利益 2,870
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【第２四半期連結会計期間】
（単位：百万円）

当第２四半期連結会計期間
(自 平成20年７月１日
　至 平成20年９月30日)

売上高 28,438

売上原価 20,872

売上総利益 7,566

販売費及び一般管理費 ※１
 5,321

営業利益 2,244

営業外収益

受取利息 20

受取配当金 7

受取ロイヤリティー 59

技術指導料 46

その他 183

営業外収益合計 317

営業外費用

支払利息 198

為替差損 31

その他 28

営業外費用合計 257

経常利益 2,304

特別利益

製品保証引当金戻入額 1

その他 0

特別利益合計 2

特別損失

固定資産売却損 0

過年度増値税等 154

その他 13

特別損失合計 167

税金等調整前四半期純利益 2,138

法人税、住民税及び事業税 623

法人税等調整額 △24

法人税等合計 599

少数株主利益 166

四半期純利益 1,372
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：百万円）

当第２四半期連結累計期間
(自 平成20年４月１日
　至 平成20年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 4,085

減価償却費 734

のれん償却額 11

貸倒引当金の増減額（△は減少） 44

退職給付引当金の増減額（△は減少） 66

その他の引当金の増減額（△は減少） 18

受取利息及び受取配当金 △167

支払利息 416

為替差損益（△は益） 34

固定資産売却損益（△は益） 20

投資有価証券売却損益（△は益） △0

投資有価証券評価損益（△は益） 0

会員権評価損 12

売上債権の増減額（△は増加） △4,366

たな卸資産の増減額（△は増加） △900

未収消費税等の増減額（△は増加） 333

仕入債務の増減額（△は減少） 2,949

割引手形の増減額（△は減少） △95

長期未払金の増減額（△は減少） △21

その他 △104

小計 3,072

利息及び配当金の受取額 166

利息の支払額 △427

法人税等の支払額 △1,708

営業活動によるキャッシュ・フロー 1,102

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △174

固定資産の取得による支出 △1,102

固定資産の売却による収入 16

投資有価証券の取得による支出 △9

投資有価証券の売却による収入 0

子会社株式の取得による支出 △286

その他 △25

投資活動によるキャッシュ・フロー △1,582

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） △232

長期借入金の返済による支出 △65

自己株式の売却による収入 2

自己株式の取得による支出 △11

配当金の支払額 △481

少数株主への配当金の支払額 △113

その他 △19

財務活動によるキャッシュ・フロー △920

現金及び現金同等物に係る換算差額 51

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △1,348

現金及び現金同等物の期首残高 7,858

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※１
 6,510

EDINET提出書類

中国塗料株式会社(E00897)

四半期報告書

18/29



【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

　
当第２四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日
　至　平成20年９月30日)

１　連結の範囲に関する事項の変更

(1) 連結の範囲の変更

FIJNAART HOLDINGS B.V.及びCHUGOKU COATINGS B.V.につきましては、当第２四半期連結会計期間におい

てCHUGOKU PAINTS B.V.に吸収合併されたことに伴い、連結の範囲から除外しております。

(2) 変更後の連結子会社の数

25社

２　会計処理基準に関する事項の変更

(1) 棚卸資産の評価に関する会計基準の適用

通常の販売目的で保有するたな卸資産については、従来、主として移動平均法による原価法によっており

ましたが、第１四半期連結会計期間より「棚卸資産の評価に関する会計基準」（企業会計基準委員会　平成

18年７月５日　企業会計基準第９号）が適用されたことに伴い、主として移動平均法による原価法（貸借対

照表価額については収益性の低下による簿価切下げの方法）により算定しております。

これに伴い、従来の方法によった場合に比べて、当第２四半期連結累計期間の売上総利益、営業利益、経常

利益及び税金等調整前四半期純利益はそれぞれ29百万円減少しております。

なお、セグメント情報に与える影響は、当該箇所に記載しております。

 

(2) 連結財務諸表作成における在外子会社の会計処理に関する当面の取扱いの適用

「連結財務諸表作成における在外子会社の会計処理に関する当面の取扱い」（企業会計基準委員会　平成

18年５月17日　実務対応報告第18号）を第１四半期連結会計期間から適用し、連結決算上必要な修正を行っ

ております。

なお、これによる損益への影響は軽微であります。

 

(3) リース取引に関する会計基準等の適用

「リース取引に関する会計基準」（企業会計基準委員会　平成５年６月17日　最終改正平成19年３月30日　

企業会計基準第13号）及び「リース取引に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準委員会　平成６年１

月18日　最終改正平成19年３月30日　企業会計基準適用指針第16号）を第１四半期連結会計期間から適用し、

所有権移転外ファイナンス・リース取引については、通常の賃貸借取引に係る方法に準じた会計処理から通

常の売買取引に係る方法に準じた会計処理に変更し、リース資産として計上しております。

また、リース資産の減価償却の方法は、リース期間を耐用年数とし、残存価額をゼロとする定額法によって

おります。

これに伴い、従来の方法によった場合に比べて、当第２四半期連結累計期間のリース資産が有形固定資産

に125百万円計上されており、営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益に与える影響はありませ

ん。

　

【簡便な会計処理】

　
当第２四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日 
  至　平成20年９月30日)

１　固定資産の減価償却費の算定方法

定率法を採用している有形固定資産については、連結会計年度に係る減価償却費の額を期間按分して算定す

る方法によっております。

　

【四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理】

当第２四半期連結累計期間(自　平成20年４月１日　至　平成20年９月30日)

　該当事項はありません。
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【追加情報】

　
当第２四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日 
 至　平成20年９月30日)

１　有形固定資産の耐用年数の変更

提出会社及び国内連結子会社は、平成20年度の法人税法の改正を契機として、第１四半期連結会計期間より機

械装置の耐用年数及び資産区分の見直しを行なっております。これに伴い、従来の方法によった場合に比べて、

当第２四半期連結累計期間の営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益はそれぞれ８百万円減少して

おります。

なお、セグメント情報に与える影響は、当該箇所に記載しております。

　

【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

当第２四半期連結会計期間末
(平成20年９月30日)

前連結会計年度末
(平成20年３月31日)

※１　有形固定資産の減価償却累計額　 20,295百万円　

 

※１　有形固定資産の減価償却累計額　 20,922百万円

　２　偶発債務

保証債務

特約店への売上債権の回収に対する保証

　三菱商事㈱ 1,279百万円
 

　２　偶発債務

保証債務

特約店への売上債権の回収に対する保証

　三菱商事㈱ 1,204百万円

　３　手形割引高及び裏書譲渡高

　受取手形割引高 2,227百万円
 

　３　手形割引高及び裏書譲渡高

　受取手形割引高 2,323百万円

　

(四半期連結損益計算書関係)

第２四半期連結累計期間

当第２四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日 
　至　平成20年９月30日)

※１　販売費及び一般管理費の主要な費目と金額は次の

とおりであります。

販売手数料 1,022百万円

運送費 2,006　〃

役員報酬及び従業員給料等 3,141　〃

貸倒引当金繰入額 35　〃

賞与引当金繰入額 36　〃

役員賞与引当金繰入額 36　〃

退職給付費用 247　〃

減価償却費 194　〃
 

　

第２四半期連結会計期間

当第２四半期連結会計期間
(自　平成20年７月１日 
　至　平成20年９月30日)

※１　販売費及び一般管理費の主要な費目と金額は次の

とおりであります。

販売手数料 505百万円

運送費 1,057　〃

役員報酬及び従業員給料等 1,588　〃

貸倒引当金繰入額 57　〃

役員賞与引当金繰入額 18　〃

退職給付費用 116　〃

減価償却費 106　〃
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(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

　
当第２四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日 
 至　平成20年９月30日)

※１　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結

貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係
 

　現金及び預金 6,795百万円

　預入期間が３か月超の

　定期預金
△285　〃

　現金及び現金同等物 6,510百万円
 

　

　

(株主資本等関係)

当第２四半期連結会計期間末(平成20年９月30日)及び当第２四半期連結累計期間(自　平成20年４月１日 

至　平成20年９月30日)

１　発行済株式に関する事項

株式の種類
当第２四半期
連結会計期間末

　普通株式(株) 69,068,822

　

　

２　自己株式に関する事項

株式の種類
当第２四半期
連結会計期間末

　普通株式(株) 264,090

　

　

３　新株予約権等に関する事項

該当事項はありません。

　

　

４　配当に関する事項

　(1) 配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成20年６月26日
定時株主総会

普通株式 481 7.00平成20年３月31日 平成20年６月27日 利益剰余金

　

　(2) 基準日が当連結会計年度の開始の日から当四半期連結会計期間末までに属する配当のうち、配当の効

力発生日が当四半期連結会計期間の末日後となるもの

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成20年10月31日
取締役会

普通株式 412 6.00平成20年９月30日 平成20年12月２日 利益剰余金
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(セグメント情報)

【事業の種類別セグメント情報】

当第２四半期連結会計期間(自　平成20年７月１日　至　平成20年９月30日)

　
塗料関連事業
（百万円）

その他の事業
（百万円）

計
（百万円）

消去又は全社
（百万円）

連結
（百万円）

 売上高

(1)外部顧客に対する
　 売上高

28,298 140 28,438 ― 28,438

(2)セグメント間の内部
　 売上高又は振替高

4 125 130 ( 130) ―

計 28,303 266 28,569 ( 130) 28,438

営業利益 2,552 74 2,626 ( 382) 2,244

　

当第２四半期連結累計期間(自　平成20年４月１日　至　平成20年９月30日)

　
塗料関連事業
（百万円）

その他の事業
（百万円）

計
（百万円）

消去又は全社
（百万円）

連結
（百万円）

 売上高

(1)外部顧客に対する
　 売上高

53,223 272 53,496 ― 53,496

(2)セグメント間の内部
　 売上高又は振替高

4 191 196 ( 196) ―

計 53,228 464 53,693 ( 196) 53,496

営業利益 4,874 153 5,028 ( 793) 4,235

(注) １ 事業区分の方法

提出会社の事業区分の方法は、製品の種類・性質及び販売方法等の類似性を考慮し、塗料販売及び塗装請負・

塗装技術サービスの塗料関連事業と、その他の事業に区分しております。

２ 各事業区分の主要製品

事業区分 主要製品

塗料関連事業
船底塗料、合成樹脂塗料、シンナー及びその他の塗料、塗装請負、塗装技術
サービス

その他の事業 不動産賃貸及び管理、ゴルフ練習場運営、電算機ソフトウェア開発等

３ 会計処理の方法の変更

（棚卸資産の評価に関する会計基準）

「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」２ (1)に記載のとおり、第１四半期連結

会計期間から「棚卸資産の評価に関する会計基準」（企業会計基準委員会　平成18年７月５日　企業会計基準第

９号）を適用しております。これに伴い、従来の方法によった場合と比べて、当第２四半期連結累計期間の営業利

益は塗料関連事業で29百万円減少しております。

４ 追加情報

（有形固定資産の耐用年数の変更）

第１四半期連結会計期間から、機械装置の耐用年数の見直しを行なっております。これに伴い、従来の方法に

よった場合と比べて、当第２四半期連結累計期間の営業利益は塗料関連事業で７百万円、その他の事業で０百万

円減少しております。
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【所在地別セグメント情報】

当第２四半期連結会計期間(自　平成20年７月１日　至　平成20年９月30日)

　
日本

（百万円）
アジア
（百万円）

その他の地域
（百万円）

計
（百万円）

消去又は全社
（百万円）

連結
（百万円）

 売上高

(1)外部顧客に対する
　 売上高

11,463 13,771 3,203 28,438 ― 28,438

(2)セグメント間の内部
　 売上高又は振替高

1,809 2,258 241 4,308( 4,308) ―

計 13,272 16,030 3,444 32,747( 4,308)28,438

営業利益又は
営業損失(△)

725 1,372 △55 2,041 202 2,244

　

当第２四半期連結累計期間(自　平成20年４月１日　至　平成20年９月30日)

　
日本

（百万円）
アジア
（百万円）

その他の地域
（百万円）

計
（百万円）

消去又は全社
（百万円）

連結
（百万円）

 売上高

(1)外部顧客に対する
　 売上高

21,797 26,165 5,533 53,496 ― 53,496

(2)セグメント間の内部
　 売上高又は振替高

3,697 3,847 393 7,937( 7,937) ―

計 25,495 30,013 5,926 61,434( 7,937)53,496

営業利益又は
営業損失(△)

1,422 2,567 △143 3,846 388 4,235

(注) １ 国又は地域の区分は、地理的近接度によっております。

２ 各区分に属する主な国又は地域

　(1) アジア　　　：中国、シンガポール、香港、韓国、台湾、タイ、マレーシア、インドネシア

　(2) その他の地域：オランダ、アメリカ、イギリス

３ 会計処理の方法の変更

（棚卸資産の評価に関する会計基準）

「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」２ (1)に記載のとおり、第１四半期連結

会計期間から「棚卸資産の評価に関する会計基準」（企業会計基準委員会　平成18年７月５日　企業会計基準第

９号）を適用しております。これに伴い、従来の方法によった場合と比べて、当第２四半期連結累計期間の営業利

益は日本で29百万円減少しております。

４ 追加情報

（有形固定資産の耐用年数の変更）

第１四半期連結会計期間から、機械装置の耐用年数の見直しを行なっております。これに伴い、従来の方法に

よった場合と比べて、当第２四半期連結累計期間の営業利益は日本で８百万円減少しております。
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【海外売上高】

当第２四半期連結会計期間(自　平成20年７月１日　至　平成20年９月30日)

　

アジア その他の地域 計

Ⅰ 海外売上高（百万円） 13,774 3,203 16,978

Ⅱ 連結売上高（百万円） 28,438

Ⅲ 連結売上高に占める
　 海外売上高の割合(％)

48.4 11.3 59.7

　

当第２四半期連結累計期間(自　平成20年４月１日　至　平成20年９月30日)

　

アジア その他の地域 計

Ⅰ 海外売上高（百万円） 26,167 5,545 31,712

Ⅱ 連結売上高（百万円） 53,496

Ⅲ 連結売上高に占める
　 海外売上高の割合(％)

48.9 10.4 59.3

(注) １ 国又は地域の区分は、地理的近接度によっております。

２ 各区分に属する主な国又は地域

　(1) アジア　　　：中国、シンガポール、香港、韓国、台湾、タイ、マレーシア、インドネシア、オセアニア

　(2) その他の地域：オランダ、アメリカ、イギリス、アフリカ

３ 海外売上高は、提出会社及び連結子会社の本邦以外の国又は地域における売上高であります。

　

　

(有価証券関係)

　有価証券の四半期連結貸借対照表計上額その他の金額は、前連結会計年度の末日と比較して著しい変動

はありません。

　

　

(デリバティブ取引関係)

　デリバティブ取引の四半期連結会計期間末の契約額等は、前連結会計年度の末日と比較して著しい変動

はありません。

　

　

(ストック・オプション等関係)

　　該当事項はありません。
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(企業結合等関係)

当第２四半期連結会計期間(自　平成20年７月１日　至　平成20年９月30日)

(子会社の企業結合)

１．結合当事企業の名称及び事業の内容、企業結合を行なった理由、企業結合日並びに法的形式を含む企業

結合の概要

(1) 結合当事企業の名称及び企業の内容

CHUGOKU PAINTS B.V. 塗料関連事業(内容：当社グループ製品の製造・販売)

FIJNAART HOLDINGS B.V.塗料関連事業(内容：欧州地域における当社グループ会社の管理統括業務)

CHUGOKU COATINGS B.V. 塗料関連事業(内容：休眠会社)

(2) 企業結合を行なった主な理由

欧州子会社の経営効率を高めることを目的としております。

(3) 企業結合日

平成20年８月18日

(4) 法的形式を含む企業結合の概要

共通支配下の取引として、CHUGOKU PAINTS B.V.を存続会社とする吸収合併をいたしました。

　

２．実施した会計処理の概要

「企業結合に係る会計基準」(企業会計審議会　平成15年10月31日)に基づき、共通支配下の取引とし

て会計処理を行なっております。
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(１株当たり情報)

１　１株当たり純資産額

　
当第２四半期連結会計期間末
(平成20年９月30日)

前連結会計年度末
(平成20年３月31日)

597.61円 564.08円

(注)　１株当たり純資産額の算定上の基礎

項目
当第２四半期連結会計期間末
(平成20年９月30日)

前連結会計年度末
(平成20年３月31日)

純資産の部の合計額(百万円) 43,490 41,105

普通株式に係る純資産(百万円) 41,118 38,818

差額の主な内訳(百万円)

少数株主持分 2,371 2,286

普通株式の発行済株式数（株） 69,068,822 69,068,822

普通株式の自己株式数（株） 264,090 252,059

１株当たり純資産額の算定に用いられた
普通株式の数(株)

68,804,732 68,816,763

　

　

２　１株当たり四半期純利益及び潜在株式調整後１株当たり四半期純利益

　
当第２四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日
至　平成20年９月30日)

当第２四半期連結会計期間
(自　平成20年７月１日
至　平成20年９月30日)

１株当たり四半期純利益 41.72円１株当たり四半期純利益 19.94円

 (注) １　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　　  ２　１株当たり四半期純利益の算定上の基礎

項目
当第２四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日
至　平成20年９月30日)

当第２四半期連結会計期間
(自　平成20年７月１日
至　平成20年９月30日)

四半期連結損益計算書上の四半期純利益(百万円) 2,870 1,372

普通株主に帰属しない金額(百万円) ― ―

普通株式に係る四半期純利益(百万円) 2,870 1,372

普通株式の期中平均株式数(株) 68,811,373 68,808,064

　

　

　

(重要な後発事象)

　　該当事項はありません。

　
　
　

(リース取引関係)

　　該当事項はありません。
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２【その他】

　　第112期（平成20年４月１日から平成21年３月31日まで）中間配当については、平成20年10月31日開催の

取締役会において、平成20年９月30日の最終の株主名簿及び実質株主名簿に記載又は記録された株主に

対し、次のとおり中間配当を行なうことを決議いたしました。

① 配当金の総額 412百万円

② １株当たりの金額 ６円00銭

③ 支払請求権の効力発生日及び支払開始日 平成20年12月２日
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　

平成20年11月13日

中国塗料株式会社

取締役会　御中

　

新 日 本 有 限 責 任 監 査 法 人

　

指定有限責任社員
業務執行社員

公認会計士　　高橋　秀法　印

　

指定有限責任社員
業務執行社員

公認会計士　　櫻井　　均　印

　

指定有限責任社員
業務執行社員

公認会計士　　中川　政人　印

　

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている中国

塗料株式会社の平成20年４月１日から平成21年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間(平

成20年７月１日から平成20年９月30日まで)及び第２四半期連結累計期間(平成20年４月１日から平成20年９

月30日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期

連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経

営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、中国塗料株式会社及び連結子会社の平成20年

９月30日現在の財政状態、同日をもって終了する第２四半期連結会計期間及び第２四半期連結累計期間の経

営成績並びに第２四半期連結累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事

項がすべての重要な点において認められなかった。

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

　
 
(注) １　上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報告

書提出会社)が別途保管しております。

２　四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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